
令和５年８月２５日 

日本赤十字社富山赤十字病院 

院 長 平岩 善雄 

 

当院職員（看護師）の結核発病について 

 

このたび、当院の病棟で勤務していた看護師１名が肺結核に罹患していることが判明しました。 

患者さんとご家族の皆様及び関係者にご心配とご迷惑をおかけすることを心よりお詫び申し上げます。 

 看護師の結核発病の判明後、直ちに富山市保健所に報告を行い、その指導のもと肺結核に罹患した職

員の周囲にいた方は、結核に感染している可能性が否定できないことから、万一感染していた場合の早

期発見・早期治療を目的に、結核に感染しているかどうかの調査をさせていただくことといたしました。

濃厚な接触があったと認められる患者さんにつきましては、接触者健診を受けていただくため当院から

直接ご連絡をさせていただきます。ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

【概 要】 

（１）発症した職員 

 ６階西病棟 看護師 １名 

（２）経過 

 ・８月１０日６階西病棟に個室入院していた結核患者さん（3/24～4/10）の接触者健診として 

採血によるインターフェロンγ遊離試験（T-SPOT）検査を実施した。 

 ・８月１４日 T-SPOT検査陽性にて当院を受診し、胸部単純写真異常なく抗結核薬投与を開始した。 

  富山市保健所へ報告し、届出を提出。 

 ・８月１６日喀痰抗酸菌検査陽性（塗抹検査 2＋）と判明し自宅待機、抗結核薬を追加投与。 

 ・８月１８日喀痰抗酸菌検査（PCR 法）陽性と判明。 

 （当該職員は現在、県内感染症指定病院「結核病棟」に隔離入院中） 

（３）対応 

 富山市保健所の指示のもと、３か月を遡った令和５年５月１８日を感染確認期間の始期と設定いたし

ました。現在、濃厚接触者（患者さん）のリストを作成しており、今後個別にご連絡いたします。 

 

 

 

【本件に関するお問合せ】 

富山赤十字病院 医事サービス課 

電話：076－433－2363 

受付時間：平日 9：00～17：00 


